


○病院（回想）

いすに座った四十歳代半ばの男、古森に向かって医者が淡々と宣告する。

医者「真智子さんですが、このままでは大変危険な状態になります」

古森「……先生。きょう……彼女の誕生日なんです…」
医者「全力は尽くすつもりですが、本人が治療を拒否されている限り……」

○病院の外（回想）

ピリリ。携帯電話のメールが彼女から入る。

携帯電話のメールを見つめる古森。

○電車の中

放心状態の古森。

○夕暮れの街

彼女と付き合い始めた頃に住んでいたボロアパートを見上げる。

○（古森の回想）

玄関を開ける。

古森（独り言）「はい、ただいま………」
靴がきれいにそろえてある。

首をひねる古森。

古森（独り言）「あいつ、来たのかなぁ…」
部屋に入ると、ベッドの上にきれいにたたんだ洗濯物が置かれ、小さなテーブルの上にはラップ

がかけられた食事がある。

古森（独り言）「カレーライスね……」
ニヤける古森。

古森（独り言）「…んっ？やばいっ！」
慌ててベッドの下を覗く。

エロ本が五冊ほど無造作に落ちている。

最初からこの状態だったのか、気になる古森。食事をしようと一度はテーブルに着くが落ち着

かず、席を立って電話をかける。

○携帯電話

女「はい。もしもし」

古森「あっ、俺」

女「おー、帰った？」

古森「おう、いま家」



女「そう」

古森「さっそくなんだけどさぁ」

女「なに？」

古森「きょう、うちに来た？」

女「うん」

古森「掃除してくれた？」

女「そうよ、洗濯も。ＣＤかけてさあ。ベランダで歌いながら干してたら、隣の人と思いっきり

目が合った」

古森「ほんとかぁ、そっか…。あと飯も作ってくれた？」
女「うん。もう食べた？」

古森「いや、まだ」

女「この前の隠し味入れたカレーが不評だったから、ハヤシライスにしたわ」

古森「隠し味って、ニンニクのにおい、バンバンで全然隠れてなかったじゃん」

女「やっぱりそういうこと言うでしょ。だから、特製ハヤシライスにした。きょう会社で谷口さ

んに教えてもらったから」

古森「そう。…ありがとう………」
女「どうしたの？何かあった」

古森「んっ、いや、ちょっとさぁ。気になることがあるんだけどさぁ」

女「なに？」

古森「お前さあ」

女「うん」

古森「掃除した時、なんか見た？」

女「なんかって何よ」

古森「あの…まあ、隠してもしょうがないから言うけど、ベッドの下とか見たぁ？」
女「…あっ、見たよー」
古森「やっぱり」

女「見なかったことにしてあげようと思ったのに。そっちから言われちゃーねぇー。中身もこう

チラッチラッと、あーこんなの見てるんだって」

古森「ふぅーん」

女「それで、悪いと思って足でこうちょっちょっと、またベットの下に足で押し込んで隠しとい

てあげたんだけど、バレた？」

古森「そっかぁー、やっぱり見られたか…ハッハッハ」
女「ハッハッハッ。このドＭやろう！」

○（戻る）

ボーっとしながらコンビニに入る古森。



○コンビニ内のカウンター

一本抜けたような三十歳代の男性アルバイトが店員。

アルバイト「二百九十円のお返しです」

じいちゃん「お前、違うだろ」

アルバイト「…」
じいちゃん「さっきの買った時に十円渡したから、釣りは三百円だろ」

面倒くさそうに答えるアルバイト。

アルバイト「ちょっと待ってください」

計算をし直す。

じいちゃん「俺は後からたばこ買おうと思って計算してたんだから間違いない！」

アルバイト「いや、間違ってません」

じいちゃん「はぁ？………もういい！」
ボーっとしている古森がブックコーナーで強面のじいちゃんとぶつかる。

古森「すいません」

にらむじいちゃん。

自分のほうを向いて謝ろうとしない古森の視線の先に目をやるじいちゃん。

本の棚には『末期患者との向き合い方』というタイトルの本が置かれている。

じいちゃんに近づくアルバイト。

アルバイト「あの、お客さん。トイレの中でたばこ、吸わないでもらえます」

じいちゃん「はぁ、何の話だ」

アルバイト「便器にたばこの吸い殻が残ってましたよ」

じいちゃん「それが俺だっていうのか。俺もさっき、流す時にそれ見て、ひでーやつがいるなぁ

って思ったんだから」

アルバイト「言い逃れはやめてください」

じいちゃん「言い逃れだと！」

二人の会話に元気なく割り込む古森。

古森「ちょっとトイレ借ります」

○コンビニ内のトイレ

怒鳴り声が聞こえてくる。

じいちゃん「バカヤロー。俺じゃないっていってんだろー」

と同時に銃声が鳴り響く。パン、パン！

○トイレの中

銃声に驚く古森。ズボンがひざまでしか上がっていない状態でトイレのドアを少しだけ開け、店

内の様子をうかがう。

じいちゃんがアルバイトに銃を向けている。



古森（独り言）「うそだろー」

しっかりと拳銃に目をやる古森。

古森（独り言）「三八（さんぱち）かよ」

携帯電話を取り出す。

古森（小声で）「強盗。強盗」

プチッ（携帯電話をすぐに切る）

○パトカーの中

ベテラン警官の錦戸仁平と若手の玉置がパトカーで巡回している。

仁平「ほんとにツイてないよ。俺なんかとっくに辞表出したのによお」

若い警官（玉置）「そうなんですか？」

仁平「そうだよ。でも、俺たちの世代がもうすぐ大量に退職するだろ」

玉置「あーっ、捜査技術の継承がどうのこうのって」

仁平「おー、それそれ。上のほうで問題になってるらしくてよー。本部がすぐに許可してくれね

ーんだってよ」

玉置「へぇー」

仁平「けど辞表出したのはみんな知ってるもんだから、体裁悪いだろ」

玉置「それで、隣りの池上署に？」

仁平「そう。若手の指導だけだと思ったら。事件まで。めんどくせーよ」

玉置「でも、やっぱりイタズラじゃないですか。消防に連絡するなんて」

仁平「…いや、本当だから消防に電話したのかもしれんぞ」
玉置「なんでですか？」

仁平「発信位置システム」

玉置「なんですかそれ？」

仁平「お前知らないのか？携帯電話の発信場所が特定できる最新のシステム」

玉置「へえー」

仁平「もし犯人が近くにいたら、長く話せないだろ」

玉置「ええ」

仁平「だけど１１９番通報なら確実に場所が分かる」

玉置「じゃあほんとに強盗」

仁平「ああ。しかも通報者はかなり頭が切れる人間だなあ」

玉置「さすが。鬼平って呼ばれてる人ですよね。見てるところが違いますよ」

仁平「まー警察やって長いからなぁ」

○コンビニ内のトイレ

（バイトが人質になって十分が経過）

古森（独り言）「遅い、…遅いよ」



携帯電話の発信履歴を確認する古森。

携帯の画面『１１９』

古森（独り言）「うぁー、間違えた」

少し冷静になって見回し、小窓を見つける。

古森「…おぉー、神様」
靴をしっかりと履き直し、飛び乗って頭から出ようとするが、上半身は出るものの、つかまる物

がなく、全身を押し出すことができない。

ポトッ。雑誌が落ちる。

古森「ああ、こんなの持ってきちゃった」

元に戻り、雑誌をどうしようか一瞬迷うが、結局ふところに入れる。そして、今度は足から窓

に突っ込もうと考え、トイレの両側の壁に手と足をつけて、つっぱり棒のような状態になって登

り始める。

運動不足がたたり、すぐに腕や脚がプルプルして苦しい表情を浮かべる。さらにふんばったせ

いで、おならが出る「プーッ！」

○コンビニのカウンター

おならとゴソゴソした音に気付く犯人のじいちゃん。笑いをこらえるアルバイトをにらんだあと

、トイレに近づく。

○トイレの中

まだ、プルプルしている古森。

じいちゃんがトイレのドアを開ける。

ウィ?ン（ドアが開く）
古森がつっぱり棒の状態になって宙に浮いている。

苦しくて目をつむっている古森。

あぜんとして見つめるじいちゃん。じいちゃん「…」
バゥ（さらにでかい屁を出す古森）

笑いをこらえるアルバイト。

アルバイトをにらむじいちゃん。

古森の携帯電話が鳴る。

着信音は『キャンディーキャンディー』

吹き出すアルバイト。

○テレビセブン真田支局

モニターや機材が並ぶオフィス。

女性事務員「だめです。古森さん出ません」

受話器をおろす女性事務員。



テレビセブンのデスク「しょうがないなぁ、休みだからなぁ」

テレビセブンの若手記者井上「その強盗っていうのは小杉町のコンビニですよね」

デスク「そう」

井上「とりあえず、僕が行きます」

デスク「おお、頼む。後から行くから」

女性事務員「古森さん、届けは出てないんで遠くには行ってないと思いますけど」

○東西新聞真田支局

五つほどの机と壁の棚にはたくさんのスクラップブック。応接用ソファー、ファックス、コピー

機などがあるが簡素なオフィス。

植田支局長「どーしよー。黒澤君に連絡とれないよ」

横井（事務女性に）「何かあったんですか？」

事務員の女性内藤「コンビニで銃声がしたって。池上の安川君だけじゃあ心配だから、黒澤さん

に応援に行かせたいみたい」

○水族館

（看板）日報新聞主催「世界のさかな展」

イルカショーの客席で大量の水をあびるスーツ姿の黒澤。

○コンビニ外

外にパトカーが到着する。

○コンビニ中

拳銃を向けられたアルバイト店員と古森。

○パトカーの中

警察署からの無線が入る。

無線「銃声がしたっていう通報が何件か来てる。犯人は銃を持ってまだ店内にいる可能性がある

から、十分に気を付けてくれ」

玉置「平さん聞きました？銃持ってるって」

仁平「おう。思った通りだ。だいたい俺のカンって当たるんだよ」

玉置「さすが。尊敬します」

仁平「おうよ。こっちは場数踏んでんだ。紙のテストだけで出世した連中なんかと一緒にすん

なよ」

無線「それは俺のこと言ってるのかぁー」

仁平「課長？」

無線「無線、入りっぱなしだぞ」



仁平「えっ……？おいおい、なんてこと言うんだよ、タマオキ」
玉置「えーっ！タマキです！」

仁平「えーっ！そっちかよ、つっこむの」

無線「それとなあ、一一〇番も位置探知くらいできるぞ」

玉置「…こっちの話、全部丸聞こえ？」
仁平「…警察ってすごいよなぁ…」
無線を切る玉置。

仁平「ちょっと、様子見てきてくれるか」

玉置「いやです」

仁平「お前なぁ、こーゆーのは若いのがするもんなの」

玉置「いや、ベテランの動きを見て勉強したいんで」

仁平「……いや、俺はもうすぐ引退だから、ここでタマオキに」
玉置「タマキです」

仁平「おお、タマキに手柄をたててもらおうっていう、あれじゃないか」

玉置「いや、平さんに引退の花道を飾ってもらいたいんで」

仁平「だって、イヤな予感がするんだもん」

玉置「だったらますます嫌ですよ。さっき俺のカン当たるって言ってたじゃないですか」

仁平「…じゃあ、ジャンケン」

○コンビニのガラス

エロ本（タイトル『Ｍ男におしおき』）の上から鬼平の顔がのぞく。

古森（独り言）「鬼平さん…」
すぐに隠れる仁平。

○パトカー

玉置「どうでした？」

仁平「…一瞬で見えなかった」
玉置「えぇーっ？」

仁平「応援たのんで」

玉置「状況も分からないのにマズイですよ」

仁平「いいから頼んで」

玉置「もう」

○（四十分が経過）

事件を聞きつけたマスコミが少しずつ現場に集まってくる。



○現場近くのアパート

ピンポーン

テレビセブンの井上「すいません。テレビセブンですけど、あの近くで事件がありまして、撮影

するのに部屋貸してもらうことってできませんか？」

学生風の男「あんたらはいくら出せるの？…さっき、違うテレビの人が来て十万って言ってた
けど」

井上「十万はちょっと…」
学生風の男「それならいいですわ」

ガチャンとドアを閉める。

井上「やだねー最近のシロウトは」

テレビセブンのカメラマン「事件うんぬんよりも、まずカネですからね」

井上「こんなとこ、絶対借りねーぞ」

カメラマン「はい」

○コンビニの前

すでに応援のパトカーが数台と、マスコミ各社も続々と集まってきている。

マスコミＡ「犯人は男性？どんな人ですか？例えば年齢とか」

仁平「まだ、わかってない」

玉置「平さん。課長から、僕らは自宅で待機ですって。良かったですね」

仁平「ばか、俺たち外されたんだよ」

マスコミ各社が携帯電話で会社と話をしたり、野次馬に声をかけて話を聞いたりしている。

○コンビニ近くの市体育館の駐車場

テレビセブンの井上とカメラマン。

井上「なんだ、みんなここに来てたのか」

カメラマン「さっき、東洋テレビのやつに聞いたんですけど、ほかの学生もカネ要求してくるん

ですって」

井上「誰かね。そんな入れ知恵したのは」

井上の携帯電話が鳴る。

井上「はい。近くの体育館の駐車場です。ええ、大丈夫ですよ。今のところ中継車も入れそう

です。はい。山口はもうすぐ池上署で会見があるんで、そっちに向かってます。どうします？…
はい、分かりました。はい」

電話を切る。

カメラマン「何ですって？」

井上「会見の絵は間に合わないから、現場の様子と店長の話入れてって。あと他社のニュースも

抜かれないようにチェックしろって」



○池上署内

警察官Ａ「もしもし？もしもーし？」

警察官Ｂ「なにやってんだよ。若い女か？」

うなずく警察官Ａ

警察官Ｂ「変わって、変わって！」

電話を取り上げるようとするのをボクサーのように上半身でよける警察官Ａ。

警察官Ａ「どうされました？………ちょっと、ちょっと待って！あなた、小杉町のコンビニにい
るの」

受話器を警察官Ｂにわたそうとする警察官Ａ。拒否する警察官Ｂ。

○警察署内の武道場

いすや机が用意された会見場（武道場）に、続々と新聞記者やテレビカメラマンが入ってくる。

会議用テーブルの上に置かれた十本ほどのマイクに向かって、池上署の署長が話し出す。

制服を着た署長「池上警察署、ならびに県警本部捜査一課は本日、池上市小杉町地内におけるコ

ンビニたてこもり事件の特別捜査本部を池上署に設置いたしました」

署長の隣にはスーツを着た捜査一課の刑事が座っている。

署長「被疑者は池上市内の無職、Ａ男、年齢は七十九歳であります。…以上」
会見場の脇に腕を組んで立っていたスーツ姿の広報担当の刑事が、一歩前に出て言う。

広報担当の刑事「テレビカメラの撮影はここまでです。機材を片付けてください」

テレビ局のスタッフがザワザワとマイクやケーブルの片付けを始める。

広報担当の刑事「では質問があれば」

記者１「人質になっているのは何人ですか？」

捜査一課の刑事「えー、今現在、わかっているところで二人です」

記者２「男性？女性？」

捜査一課「アルバイトの男性一人と、四十代とみられる男性が一人です」

記者３「四十代の男性は近所の人ですか？」

捜査一課「現在は、そこまでの捜査にはいたっておりません。これまでの情報では、その男性は

たまたま客として居合わせて、事件に巻き込まれたものとみられます」

記者４「犯人の職業とかは？」

捜査一課「無職です」

記者５「今はそうでしょうけど、最後はどこに勤めてたんですか？何会社か？」

捜査一課「…自動車部品の会社です」
記者５「何年くらい前です？」

記者６「そんなくだらねー質問すんな！」

捜査一課「どのくらいかまでは調べてないですけど、年齢から推測してください」

記者１「犯人からカネの要求は？」

捜査一課「いまのところ、そういった要求はありません」



記者７「たてこもった動機については」

捜査一課「まだわかっていません。ただ、最近、奥さんが亡くなったようですが、それが原因か

どうかもまだ分かりません」

背広の広報担当刑事「他に質問は？」

中部新聞の若手記者黄木が手をあげる。エリート志向で出世欲が強く、いつもゼロハリのスー

ツケースを持ち歩いている。

黄木「あのー今までの話を聞いてると、犯人が完全に特定できているわけですよねえ。それって

いうのはどういう経緯で特定されたんですか？」

捜査一課「…」
黄木「うちの記者も何人か現場に行ってるんですが、銃声を聞いたっていう話はありますけど、

店内の目撃情報っていうのは得られてないんですが」

捜査一課「………えー、それについてですが………申し訳ありませんがお答えすることができま
せん」

黄木「なぜですか？」

ラフな格好をした四十歳くらいのワイドショーの男性記者が、黄木の質問に便乗する。

ワイドショーの記者「これ、大事なことですよ。どこかから通報があったんですか？」

捜査一課「……」
黄木「電話で？」

捜査一課「通報者を守るという判断からお答えできません」

ワイドショーの記者「なに言ってんだよ」

黄木「やっぱり通報。近所の人ですか？」

捜査一課「それもお答えできません」

黄木「はぁ？」

ワイドショーの記者「なんで？」

黄木「電話かどうか言ったくらいで問題があるんですか？」

捜査一課「問題になる可能性がありますんで………」
黄木「なぜあるんですか、理由が分からない」

ワイドショーの記者「そういう曖昧なことを言ってるほうが危ないんですよ。これまでになんら

かの形でミスリーディングした会見をいっぱい見てきてんだけど、警察の説明が曖昧な場合が

多い。もう少し大人の回答をしていただけませんかねえ」

捜査一課「申し訳ありませんが、それについてはお答えできません」

○小声で話をする地元の記者たち

美人記者で有名な日報新聞の小出。

小出「黄木君はいつものことだけど、誰です？あの人？」

いつも穏やかで記者クラブの連中からの信頼も厚い合同通信の五十代の記者安藤。

安藤「東京のワイドショーのやつ。前の時も無茶苦茶やりやがった」



小出「前の時って」

安藤「例の学校の時」

小出「あーぁ、あの時みんなが『なんだあいつは！』つて言ってた。あの人」

また、高圧的に話始めるワイドショーの記者。

ワイドショーの記者「じゃあ、あなたたちの言った通りに流すから話してくださいよ。そのかわ

り責任は全部とってくださいね。我々の場合はテレビ局や新聞社が責任を持ってやってるんだ。

そちらが責任とれるんだったらそうしますから、どうぞ話してください」

○小声で話をする地元の記者たち

小出「うっそー。うちなんか一切責任とってくれないですよ」

安藤「俺んとこも。記事書いたの誰だって差し出されるだけだよ」

顔を見合わせ、話し合う警察署員。

背広の広報担当刑事「本部と確認を取りますんで、しばらくおまちください」

ワイドショーの記者「そんな悠長なこといってていいんですか？人の命がかかってるんですよ」

捜査一課の刑事の逆鱗にふれる。

捜査一課「人の命がかかってるから言ってるんじゃないか！」

記者たち「………」
ワイドショーの記者「…」

○事件現場近くの市体育館の駐車場にいるテレビセブンの陣営

モニターが数台あり、その一つで自社の昼のニュースを確認している。

レポーター「たてこもりの現場からは以上です」

テレビセブンのデスク「まあ、こんなもんだろうなあ」

キャスター「続いては、日報新聞主催の世界のさかな展がきょう一万人目の来場者を迎えました

。記念の一万人目は…」
テレビセブンの隣りに陣取った東西新聞。横井と本社から応援に着た四十歳代の社会部記者の

原が、テレビセブンのモニターを勝手に見ている。

横井「原さん。ちょっと！ちょっと、これ黒澤さんじゃないですか？」

キャスター「一万人目の入場者となった会社員の黒澤悠也さんに花束と、がま磯の高級釣り竿『

インテンション』が贈られました」

原「あっ、ほんとだ」

拍手の中、花束と記念品の高級釣り竿を受け取る画面の中の黒澤。

原「あいつ、仕事中になにやってんだ」

横井「しかもこの企画展、東西じゃなくて、日報の社モノですよ」

原「しかも、こわいほど満面の笑みだな」

○警察署内、会見場



スーツを着た広報担当の刑事「幹事社のかた、ちょっと来てください」

紙を見せて説明する捜査一課の刑事。

うなずく幹事社の記者。

スーツを着た広報担当の刑事「えー、さきほどの質問にお答えします。ですが、今から話す件に

ついては幹事社の中央新報さんと協議した結果、報道協定を結ぶということで、よろしくお願い

します」

捜査一課の刑事「報道協定ですよ。よろしいですね。えー、さきほどの情報ですが、実は店内に

もう一人、女性のアルバイト店員がいまして、その女性から携帯電話で連絡がありました。幸い

この女性は奥の事務所にいて、まだ犯人には見つかっておりません」

黄木「じゃあ、その女性の情報で犯人を特定したっていうこと？」

捜査一課の刑事「はい、この女性が携帯電話で撮影した防犯モニターの画像を元に、特定に至っ

ております」

○体育館の駐車場

東西新聞の黒澤が一万人目の入場者でもらった記念品を持って現場に到着する。

○東西新聞の記者が集まっている現場

テレビセブンのモニター画面の前で立ち止まる黒澤。

黒澤（独り言）「これでバレたのか」

横井「黒澤さん！なにやってたんですか」

黒澤「なにって、知ってて言うなよ」

横井「じゃあ、どうでしたお魚さんは？」

黒澤「嫌味だねー。これ、あげる」

横井に記念でもらった花束をわたす。

黒澤「あれっ、原さんも来てんだ」

原「おう、俺に現場のキャップやれって」

黒澤「キャップ？原さんが？……なるほど、で、安川君は？」
原「警察の会見に行かせた」

空を見上げる黒澤。

黒澤「ところでさぁ、これってやっぱり自主的にヘリは飛ばしてないの？」

原「発生直後は飛んでたけど、警察からやめてくれって話になって。警官の動きがテレビで分か

っちゃうから」

黒澤「…なんかみんなそうやって言うけど、コンビニにテレビなんかないでしょ」
横井「ケータイ。いまは携帯でテレビが見られるんですよ」

黒澤「あっそぉ。いやな時代になったなあ」

横井「黒澤さんにとっては特にイヤな時代でしょうね」

黒澤「なにそれ」



隣の陣のテレビセブンの井上が機材を抱えてくる。

横井「何ですか？その機材？」

井上「店内のカメラをハッキングするんです」

テレビセブンデスク「ほんとにできるのか」

井上「さっき、コンビニのオーナーに聞いたら、あそこの防犯カメラ、無線なんですって。電波

は弱いですけど、たぶんできますよ」

原「店内が映るってこと？」

井上「そうです」

テレビセブンのデスク「そうなりゃー、スクープだなぁー」

原「うちらも見てていいですか？今なに見ても、夕刊には間に合わないから」

テレビセブンのデスク「いいですよ。ただ、他局には内緒でお願いします」

機械のダイヤルを回す井上。

井上「ＹＥＳ！」

そこにいる全員「うぉ?！」
全員「映った、映った」

テレビセブンのデスク「しぃー、しぃー！」

便所に男がいるのが映る。

黒澤「何してんだこいつ」

横井「ウンコしながら泣いてる…」
黒澤「たぶん人質になってるバイトだろ」

原「でも、なんで便所なんかが映ってんの」

横井「誰かが付けた盗撮カメラ！」

黒澤「いやな世の中だねえ」

テレビセブンのデスク（小声で）「おい、犯人はどうなってんだよ」

井上「ちょっと待ってください。ほかのカメラも探してみますから」

テレビセブンのデスク「よし、夕方のニュースに突っ込みたいから、頼む」

井上「はい」

ダイヤルを回す。

犯人のじいちゃんと古森の二人が映る。

全員「おぉー」

原「映ったぞ、おい」

横井「…あれっ？このおっさん、どっかで見たことある………よなぁ？」
井上「手前のこっちの人でしょ。僕もなんとなくですけど…前に取材でもしたかなぁ」
テレビセブンのデスク「もうちょっと画像良くできないか」

井上「何かアンテナの代わりになるような物があったらいいんですけど…」
テレビセブンのデスク「針金は？」

井上「できるだけコンビニに近づけたいんで、もっと長く伸ばせる物じゃないと…」



黒澤の記念品を見つめる。

テレビセブンのデスク「…」
井上「…」
横井「…」
原「…」
黒澤「えっ…。いやですよ。知らないんですかインテンション、高級品……」
強制的に奪う原。黒澤の腕を捕まえる横井。袋を開けて、針金をくくりつけて、準備する井上、

デスク。

即席釣り竿アンテナを外に張り出す。

くっきりと映る。

そこにいる全員「おぉー」

（きれいに映ったことへのおーっ）

デスク「じゃあ、さっきのカメラに合わせて」

そこにいる全員「おぉ?？」
黒澤「…」
ひとりいじけている黒澤。

そこにいる全員「えぇ?っ！」
テレビセブンデスク「なんで…」
黒澤「………古森さん……？」
井上「………そいうえば、きょう古森さん休みです…」
そこにいる全員「…」
黒澤「…」
横井「…」
テレビセブンデスク「こりゃあ大変なことになったよ、おい！すぐに会社に連絡しろ！」

原「地元の記者連中にも教えておいたほうがいいんじゃないか」

黒澤「おお、そう。すぐ、手配して」

横井「はい」



○ショッピングモール

人前の結婚式を見ながら泣いている全日テレビの樫田雅人。数年前に定年を迎えた樫田。現在は

嘱託で好きな分野の取材だけしている。

樫田の携帯電話が鳴る。

待ち受け画面（全日テレビ）

（大音量で鳴る着メロ）

ティラリーン（トッカータとフーガ）

式を見ている人たち全員が樫田に注目する。

樫田「すいません。すいませんほんとに…」
樫田（電話）「はい、もしもし……（大声で）なんだって！」
式を見ている人たち全員が樫田をにらむ。

樫田「…すいませーん」

○公園の車

シートを倒して昼寝をしている中央新報の阿部和利。三十歳代半ばの記者。車内はコンビニの袋

や新聞紙、週刊誌などゴミだらけ。

阿部の携帯電話が鳴る。

待ち受け画面（中央新報）

阿部（独り言）「なんだよ。だから、昨日からぜんぜん寝てないんだよぉ！」

文句を言いながら電話に出る阿部。

阿部「もしもし。はぁ？ひきこもり？」

寝起きなので機嫌が悪い。

阿部「えっ？なに言ってんだよ！落ち着いてしゃべってくれないと分かんないよ。えっ…………
なにっ！！古森さん！」

○真田市役所記者室

全邦タイムスのベテラン記者間島一樹と、中部新聞の中堅記者笹野勝則の二人。テレビではコン

ビニ強盗のニュースが流れている。

間島「それじゃあ笹野君は、コンビニでエッチな本買わないんだ」

笹野「僕は男の店員の時を狙っていきます」

間島「はずかしいの？若いなあ。そんなのむこうは商売でやってるんだから堂々としてりゃいい

んだよ。俺なんかこの前、女の店員にウインクしちゃった」

ピリリリリ（間島の携帯電話が鳴る）

間島「はい、真田の間島です」

笹野（独り言）「絶対うそだ」

間島「えっ！わかったすぐ現場に行く」

何か慌てているようす。



笹野「どうしたんですか、あせっちゃって」

間島（テレビを指して）「これ！コンビニの人質。古森さんだって」

笹野「はぁ？」

○コンビニの外

若いチャラチャラした男「なんか、男の人の、キャーっていうかん高い声がして」

東洋テレビの二十歳代の記者五十嵐がマイクを向けている。

五十嵐「かん高い声？男性ですよねえ」

チャラ男「もう、おかまみたいな」

カメラを下げ、五十嵐に首を振るカメラマン。

五十嵐「ありがとうございました」

チャラ男「あれっ、もういいんっすか？」

○東洋テレビの陣

各クルーともモニターで他局の放送を確認している。

五十嵐「なんか新しいネタないですか？」

東洋テレビキャップ「ないなぁ。みんな探しに出てるんだけど」

五十嵐「もうすぐまたニュースの時間ですよ。もう流すことなくなっちゃいましたよ」

キャップ「いいや、同じこと繰り返しとけ」

五十嵐「またですか」

キャップ「しょーがないだろ」

○東京キー局のワイドショーの陣

テレビセブンの陣を見るワイドショーの連中。

ワイドショーのスタッフＡ「テレビセブンの連中。何かネタつかんだみたいですね」

ワイドショーのスタッフＢ「おお、なんか慌ただしいし、まずいな…」

○現場に到着する中央新報の阿部

針金が伸びたテレビセブンのモニターを囲む地元真田記者クラブの記者集団。

横井「やばい！古森さん縛られてます」

黒澤「大丈夫、大丈夫」

横井「なんで、やばいですよ。これ、逃げられなくなるじゃないですか」

黒澤「大丈夫だって」

車で寝ていた中央新報の阿部が集団に合流する。

阿部「どうなってんだ。古森さんは！」

合同通信の二十歳代の女性記者、田中。

田中「ああ、阿部さん」



横井（大声で）「黒澤さん！古森さんのことが心配じゃないんですか！」

黒澤「だから、大声ださなくても大丈夫だっていってんだろ」

阿部「どうしたんだよ？」

よく意味が理解できない途中参加の阿部。

田中「古森さんが縛られてるんです」

横井「なんでそんなことが言えるんですか！」

怒りまじりに聞く横井。

横井（独り言）「何でそんなに自信持ってんだよ……何か根拠でもあるんですか」
黒澤「んっ……エム」
横井「えっ？……む？」
黒澤「あぁ、古森さんドＭだから」

横井「……」
横井と目が合った阿部が優しく言う。

阿部「ドＭだって…うん」

○コンビニ店内、携帯ワンセグの画面

ワイドショーのレポーター「人質になっているテレビセブンの古森記者は、カリスマ記者として

有名でして…」

○再びモニターに顔を向ける記者集団

日報新聞の四十歳代の記者、岩淵大祐。

岩淵「おい、誰だよ。古森さんのこと話したの」

中央新報の阿部「しかも始まった。新しいネタがないもんだから、作り話が…」
中部新聞の笹野「カリスマなんて、でっちあげもいいとこですよね」

日報新聞の美人女性記者小出。

小出「あのー、でも、あれかも知れないですよ。古森さんよく言ってたから…」

○コンビニ内

携帯ワンセグでテレビを見ている。

じいちゃん「うぉーすごいなあ、あんた。カリスマ記者だって？」

古森「いや違う。カリソメ。時給六百円のカリソメ記者です」

（ワイドショーのテレビ画面）

レポーター「人質立てこもり事件で、最新の情報です。我々が独自に入手した情報によりますと

、店内にもう一人。アルバイトの女性がいるもようです。繰り返します…」
じいちゃん「…」
男性アルバイト「…」



○モニターで確認している記者集団

中部の笹野「おい、なんだよこれ！」

全邦の間島「どこの局だ！」

日報の岩淵「東洋テレビ」

全邦の間島「けしからん！」

乗り込む真田記者クラブの間島、笹野、岩淵。

間島「ばかやろぉ！お前ら、なにやってるんだ！」

岩淵「五十嵐君、同じクラブだろう」

五十嵐「さっきのは、うちじゃないです。東京のワイドショー」

間島「どこだそいつらは」

五十嵐「あそこです」

ずかずかと近づき、カメラマンの胸ぐらをつかむ間島。

笹野「間島さん！」

岩淵「ちょっと落ち着いて！」

ワイドショーのスタッフ「なんだよあんた」

間島「お前ら、報道協定ってもんを知らんのか！」

ワイドショーのスタッフ「知ってるよ。そんなもん真摯協定だろ」

間島「なに！人の命がかかってんだぞ」

ワイドショースタッフ「こっちは新しいネタつかまなきゃ、おまんま食い上げなんだよ」

間島「なんだとてめー」

ボコッ！

ワイドショーのスタッフがよけて、岩淵に当たる。

○コンビニの中

事務所のドアを開くじいちゃん。

携帯電話を持っている女性。

じいちゃん「…そいつをよこせ」
店内に連れ出される。

男性アルバイトの平田「浅井さんは撃つな、撃つなら僕を撃て」

女性アルバイト（浅井）の前に立つ男性アルバイトの平田。

じいちゃん「おっ、かっこいーな、あんた。お前たちは、なんだ、できてるのか？」

首をふる女性アルバイト浅井。

だめだなあといった感じで首を横にふるじいちゃん。

じいちゃん「お前、彼氏でもないのに、テレビの見過ぎなんじゃないか」

古森「そうだよ。ここで死んだらこの子とはもう会えないんだよ。それでこの子はほかの男と結

婚する。それでいいの？」

平田「浅井さんが幸せになるなら」



古森「だから安っぽいドラマの見すぎだって言われてんの。お前、本気じゃないだろ」

平田「本気だ」

じいちゃん「ばかもの！本気だったら、他人じゃなくて自分が幸せにしたいと思うだろ。…
だろ？」

古森「…ですよね」
平田「そんなことは分かってるよ。別に好きとかじゃなくて…」
じいちゃんが、銃を平田に向けて狙いを定める。

じいちゃん「何言ってんだ！バァーン！」

大声を出しただけなのに、オドオドする平田。

じいちゃん「ほっほっほ（笑）。これが現実だよ。怖いだろ。わしらは戦争で毎日、この恐怖を

味わったんだ」

古森「じいさん。その銃、どこで手に入れたの？」

じいちゃん「駅のロッカー」

古森「ロッカー？」

じいちゃん「ロッカーの鍵がこわれてて、なか見たら、紙袋にこれが入ってた」

古森（独り言）「まだ残ってたのか」

じいちゃん「んっ？」

古森「いや、そんなことがあるんだねー」

じいちゃん「そう。俺もおどろいたよ。でも、なつかしいよなー」

古森「あんたも三八（さんぱち）使ってたの？」

○体育館の駐車場（夜中）

この地域の全マスコミが集結したんじゃないかというほどに報道関係者の数がふくれあがって

いる。

五十嵐「もーだめ、トイレ」

東洋テレビキャップ「だめ、がまんして、もーちょっとで交代要員来るから」

五十嵐「俺に死ねっていうのか…」
キャップ「いつ動き出すか分からないんだから」

五十嵐（独り言）「たばこ吸いてーなぁー、もう手が震えてるよ」

○東京のキー局から来た連中

東京から来た若いレポーターが練習を始める。

レポーター「ゴッホン（咳払い）。あーあー。えっ、ただいま銃声が聞こえました。機動隊が動

き出したもようです」

寝ていた他社のクルーも飛び起き、報道陣の視線が一斉にキー局の若いレポーターに集中する。

レポーター「…すまいせーん。テストです」
報道Ａ「てめぇーふざけんな」



数人にボコボコにされるレポーター。

五十嵐「あれ、うちのキー局でしょ」

キャップ「あんなバカな連中かまうな」

五十嵐「これだけ人が投入されると誰がどこで何やってるのか分かりませんよ。特に僕らなんか

途中参加だし、ぜんぜん状況がつかめない」

○テレビセブンの陣

地元の記者集団。

女性記者田中「犯人の家族に説得してもらいましょうよ」

横井「そうだ。奥さんは亡くなってるけど、息子がいるって」

黒澤「じゃあ、手分けして探そう」

○コンビニの中

古森がバイトの平田に向かって話をする。

古森「お前は仕事の悩みだからまだいいよ。俺なんかホント…彼女の誕生日に浮気されたん
だよ……鷺ノ宮って誰だよ…」
男性アルバイトの平田「……」
じいちゃん「…」
古森「しかも彼女の病気がさぁ…」
古森が『末期患者との向き合い方』の本を見つめていたのを思い出すじいちゃん。古森と目が

合う。

古森「なあ、じいさん。飯食わないか」

じいちゃん「…」
古森「何か腹減ってきちゃっただろ」

じいちゃん「………おう。そうだな」
古森「お姉さんも食べたらどう」

平田「何やってんだよ。怖くないのかよ」

古森「へぇー？今のコンビニにはハヤシライスまであるのか」

浅井「団塊の世代を狙った新メニューです。……何してるんですか？…それ？」
古森「えっ、ソースだけど」

平田「そんなことしたらまずくなっちゃいますよ」

古森「これがおいしいの」

じいちゃん「おー、ソースかけるのかね。なつかしいなあ」

古森「これ、彼女に教えてもらった。じいさんもやってた？」

じいちゃん「あー、昔はカレーライスが高級料理だったから、みんなハヤシライスにソースかけ

て食ってた」

浅井「何でソースかけたんですかね」



じいちゃん「たぶん、そのままだと、しゃびしゃびで味が薄かったんだろうなあ」

古森「そうか、そういうことか………。ねえ、じいさん。…何でこんなことしたの？」
じいちゃん「………」
古森「いいや、質問変えよう。…じいさん子どもはいるか」
じいちゃん「いる」

古森「奥さんは？」

じいちゃん「死んだ………。あいつは本当は兄の嫁になるはずだった。だけど戦争で兄が死んで
、私と一緒になった。当時はめずらしい話ではなかったよ。だからねえ。夫婦に愛情が無かっ

た分、息子に過度の愛情を注いで甘やかせてしまった」

浅井「息子さんは何をされてるんですか？」

じいちゃん「息子はシャホチョウのＯＢだ。その時をしのげばいい、自分さえよければいい。そ

んな考えが日本中のみなさんに迷惑をかけた」

平田「それは息子さん一人のせいじゃあ」

じいちゃん「いいや。息子の犯した過ちは、これからの人にしわよせとなってくるんだ」

○テレビセブンの陣

阿部「見つかった？息子？」

田中「だめです」

横井「会社もやめちゃってるみたいで、息子の友人にもあたってみたんですけど、どこにいるか

分からないって…」

○テレビセブンのモニター

樫田「おい、これ、何やってんだ」

間島「…」
笹野「なに？宴会？」

コンビニの中で、古森たちがビールを持って、何か食べているのが映る。

横井「あー腹減ったなあぁー」

小出「晩ごはんの差し入れってまだなんですか？」

岩淵「おい、あれ、焼きサザエだよ」

田中「おいしそー。私の大好物です」

間島「なんで立てこもってるほうが環境がいいんだよ」

笹野「こりゃあ、長期戦になったらやばいぜ。こっちが兵糧攻めにあってる」

○コンビニ内

ほろ酔いかげんのじいちゃん。

じいちゃん「日本は西洋の実利主義、市場主義、合理主義に染まって情理というものがなくなっ

てしまった…。もうわしは、先が短い。世間はわしのようなじじいの言うことに耳を傾けてはく



れんだろう」

古森「だからこんなことしたんだ」

じいちゃん「銀行で暴れるとカネ目当てみたいだし、大学じゃあ三島由紀夫のまねみたいだろ。

だから、こうしたチャンスをうかがってたんだ」

○テレビセブンの陣

写真と照らし合わせ、野次馬の中に息子の姿を見つける小出。

小出「あっ、あれ、息子！」

テレビセブンの陣まで息子を連れて来る。

阿部「どこいってたんですか？」

息子「どこって…」
阿部「探しましたよ。とにかく親父さんを説得してください」

○コンビニの中

ピリリリ。古森の携帯電話に出るじいさん。

○携帯電話を持つ息子

息子「あの古森さんですか？私、西尾龍之介の息子ですが、よく分からないんですけど、記者さ

んたちが父を説得してくれって」

○コンビニの中

じいちゃん「…」
携帯電話を古森に渡すじいちゃん。

古森「古森です」

息子「あのー、父は？」

電話に出るのを嫌がるじいちゃん。

古森「あんたか。俺たちの年金、使い込んだってのは。オヤジさん、泣いてるぞ」

息子「（少し笑いながら）ああ、またその話ですか？」

古森「なに笑ってんだよ」

息子「あの私、社会保険庁になんか勤めてませんから。私が勤めてたのは真田社会警備保障。（

少し笑いながら）まあシャホショウって略して言う人もいましたけどね」

古森「えっ？社会警備保障？………じゃあ、居間にあったっていう現金の束は…」

○現場近くの市体育館の駐車場

携帯電話で話をする犯人の息子。

息子「おそらく退職金です。母親が寝たきりになって、オヤジも最近ボケが出てきちゃってる

から、私が看病しようと思って、三月末付けで退職願を出したんです。十二月中に申請すれば、



退職金が割り増しでもらえるからっていうんで、申請したんです。そうしたら三月に母親が亡く

なりまして、辞める理由がなくなったんで撤回したいっていったんですけど、返してくれないん

ですよ。それで仕方なく四月からバイトしてるんです」

看板を指差す息子。

息子「そこのコンビニで、もうすぐ私の時間なんですけど…」

○コンビニ内

古森「………」
男性アルバイトの平田「なに？勘違い？」

女性アルバイトの浅井「………」
うつむくじいちゃんを不憫に思い、話題を変えようとする浅井。

浅井「…おじさんの彼女ってどんな人なんですか？」
古森「どんな？」

浅井「芸能人だったら誰に似てるとか」

古森「あっ、よく伊東美咲に似てるって言われるみたいだけど」

浅井「じゃあ、相当美人なんですね」

平田「うそでしょ」

じいちゃん「伊東美咲っていうのは、あのＣＭに出てくる娘だろ」

浅井「…その彼女の浮気って、何で分かったんですか？」
古森「きょうメールが届いたから」

浅井「何て書いてあったんですか？」

古森「もう見たくない」

浅井「ちょっと見てもいいですか？」

携帯メールをながめる浅井。

浅井「浮気の告白にしちゃーやけに明るいですね。イエ?とか、ビックリマークもあるし……（タ
イトル）わ見たのあんな遺書！って何か遺書でもあったんですか？」

古森「いや、ない」

メールを声に出して読み出す浅井。

浅井「イエ?メールします。用意されてたプレゼント、あなたと同じか痴漢なのか、佐藤俊雄だ
った。受け入れた異性は…鷺ノ宮です！……なんか変じゃないですか？」
古森「だけど、きょう彼女の誕生日だからプレゼントっていうのも合ってるし…」
浅井「きょう、彼女、どこか行くって言ってなかったですか？」

古森「…あぁ、ファミレスから誕生日プレゼントの案内が来てて、それに行くとは言ってたけど
」

浅井「それですよそれ、それってファミレスの和ミタじゃないですか？」

古森「何で知ってるの？」

浅井「だから、このメールのタイトル。和ミタの案内書です。『イエ?メールします』も、イエ



ーじゃないですよ。家からですよ」

平田「えっ、どういうこと？」

浅井「誤変換！だからこのタイトルは、和ミタの案内書！和ミタの案内書です」

古森「うん」

浅井「いいですか」

古森「うん、うん」

浅井「家から、メールします。用意されてたプレゼント。…あなたと同じ価値観なのか、…砂糖
と塩だった。…受け入れ体制は…詐欺飲み屋です！詐欺師の詐欺」
じいちゃん「詐欺飲み屋とは、またうまいこというねぇ」

平田「文学的」

古森「…」

○スタジオ

キャスター「それではここで一旦ＣＭに入ります。…あっ！」
ＣＭに入る直前にコンビニに突入する機動隊。

○錦戸仁平の家

おかしをボロボロ食べながらテレビを見ている自宅待機の錦戸仁平。

ＣＭが流れる画面の上部に機動隊が突入するのがちっちゃい画面で映る。

仁平「おい。一番大事なところで何してんだ！画面でっかくしろ！」

上着を手にする錦戸仁平。

○コンビニ店内

古森「えっ？ほんとに？俺の勘違い！」

両手を挙げてガッツポーズをする古森。

古森「やったぁー。良かったぁー」

その瞬間に機動隊が突入してくる。

両手の拳を上げている古森が犯人と間違えられて撃たれてしまう。パカーン！（銃声）

○コンビニの外

担架に乗る古森。

じいちゃん、平田、浅井の三人も歩いて店の外に出てくる。

めちゃめちゃ美人が古森に近づいてくる。

美人「大丈夫？大丈夫？」

平田「うっそー、めちゃめちゃ美人」

じいちゃん「ほんとにきれいな彼女だなあ」

古森「あっ、これ？妹」



デブデブの女が古森に近づいてくる。

平田「まさか？」

じいちゃん「伊東美咲って、どこが？」

平田「小指の第二関節じゃないですか」

じいちゃん「言うことが古いねー」

平田「でも彼女、病気だって…」
古森「ああ、メタボで…」
じいちゃん「あんた。余命なんぼみたいな本、見てたじゃないか」

古森「えっ？本？」

服をまくって雑誌を見せる。

古森「これのこと？」

『ビックトゥモロー』

サブの見出し

『ＮＯ１ホストが語る。絶対に落ちそうにない女の口説き方』

その雑誌の横に『末期患者』の本があったことを思い出すじいちゃん。

近づいてくるブッサイク。その後ろから来る真田記者クラブの連中。

ブッサイク「心配させんじゃねーよ！」

バシッ。古森を平手で思いっきり叩く。

古森「あ?ん！」
微妙な声を上げる古森。

横井「ほんとだ。ドＭだ！」

阿部「古森さん。大丈夫ですか？」

古森「俺、最近、ジムで体鍛えてるんだよ」

服をまくる古森。雑誌が見える。

阿部「なるほど雑誌に弾が当たって助かったってわけか」

古森「ほら、さわって。筋肉、固いでしょ」

黒澤「死後硬直が始まってんじゃないの」

古森「マジで！」

近づいてくる錦戸仁平。

錦戸「窃盗の現行犯で逮捕する」


